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平
成
二
十
四
年
度
意
見
交
換
会
を
開
催

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

総
合
評
価
方
式
の
改
善
、
低
入
札
防
止
対
策
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
日
建
連
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
発
注

機
関
が
翌
年
の
意
見
交
換
会
ま
で
に
一
定
の
改
善
策
を

講
じ
て
き
て
い
る
。
日
建
連
は
発
注
機
関
の
対
応
に
謝

意
を
示
す
と
と
も
に
引
き
続
き
の
改
善
を
求
め
た
。

　
「
総
合
評
価
方
式
の
改
善
」
に
お
け
る
二
段
階
選
抜

方
式
の
試
行
拡
大
に
つ
い
て
は
、
受
発
注
者
の
負
担
軽

減
、
入
札
手
続
き
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
大
き
な
効

果
が
見
込
ま
れ
る
高
度
な
技
術
を
必
要
と
す
る
工
事
で

試
行
を
実
施
す
る
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
「
実
効
性
の
あ
る
低
入
札
防
止
対
策
の
導
入
」
で
は
、

施
工
体
制
確
認
型
方
式
の
導
入
等
に
よ
り
、
発
注
者
側

が
よ
り
実
効
性
の
あ
る
低
入
札
防
止
対
策
を
講
じ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
予
定
価
格
の
公

表
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
事
前
公
表
か
ら
事
後
公
表

へ
移
行
す
る
地
方
公
共
団
体
が
昨
年
と
比
べ
大
幅
に
増

加
す
る
な
ど
、
着
実
な
進
展
が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
「
建
設
現
場
に
お
け
る
生
産
性
向
上
と
適
正
利
益
の

確
保
」
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
要
望
事
項
と
し
て
、

工
期
を
守
る
た
め
の
施
策
の
一
体
的
推
進
を
取
り
上
げ
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
工
期
延
長
の
問
題
に
つ
い
て
改

善
を
要
望
。
受
発
注
者
協
働
で
現
場
力
の
向
上
、
工
期

の
順
守
へ
向
け
た
調
査
・
研
究
等
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
で
意
見
が
一
致
し
た
。
ま
た
、
三
者
会

議
や
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス
の
実
施
に
よ
り
、
現
場
に

お
け
る
受
発
注
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
着
実

り
上
げ
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
速
や
か
な
復
旧
・
復

興
の
推
進
」「
全
国
防
災
対
策
及
び
成
長
促
進
型
公
共

事
業
の
推
進
」「
官
民
協
働
に
よ
る
防
災
対
策
の
強
化
」

に
つ
い
て
受
発
注
者
が
共
通
の
認
識
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
出
席
し
た
発
注
機
関
か
ら
は
、
復

旧
・
復
興
事
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
環
境
整
備
を
行

う
と
と
も
に
、
今
後
の
防
災
対
策
、
社
会
資
本
整
備
の

重
要
性
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
持
ち
、
受
発
注
者
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ

た
。

　

具
体
的
に
は
、
堤
防
強
化
や
環
状
道
路
に
よ
る
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
グ
の
解
消
、
大
規
模
災
害
へ
の
発
生
に
備

え
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
整
備
の
推
進
、
自

動
車
専
用
道
路
の
四
車
線
化
事
業
の
推
進
な
ど
が
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害

協
定
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
応
急
対
策
工
事
に
関
わ

ら
な
い
資
機
材
の
提
供
・
運
搬
に
係
る
規
定
の
明
文
化

等
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
と
の
方
針
が
発
注
機
関
よ

り
示
さ
れ
た
。

　

も
う
一
つ
の
提
案
テ
ー
マ
は
「
入
札
契
約
制
度
の
改

善
」
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
の
意
見
交
換
会
で
も
繰
り
返

し
取
り
上
げ
て
い
る
テ

ー
マ
で
あ
る
「
総
合
評

価
方
式
の
改
善
」「
実

効
性
の
あ
る
低
入
札
防

止
対
策
の
導
入
」「
建

設
現
場
に
お
け
る
生
産

性
向
上
と
適
正
利
益
の

確
保
」
の
三
点
に
加
え
、

今
年
度
よ
り
建
築
分
野

に
係
る
テ
ー
マ
と
し
て

「
公
共
建
築
工
事
の
数

量
公
開
と
契
約
数
量
化

の
推
進
」
を
取
り
上
げ
、

な
向
上
が
窺
え
た
。

　
「
公
共
建
築
工
事
に
お
け
る
数
量
公
開
と
契
約
数
量

化
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
積
算
数
量
を
契
約
事
項
と

す
る
試
行
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

提
案
テ
ー
マ
の
意
見
交
換
終
了
後
の
自
由
討
議
で
は
、

日
建
連
よ
り
災
害
時
に
お
け
る
調
達
方
式
の
整
備
に
つ

い
て
要
請
。
発
注
機
関
か
ら
は
、
具
体
的
な
発
注
方
法

を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い

き
た
い
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
全
日
程
終
了
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、

中
村
満
義
土
木
本
部
長
（
鹿
島
建
設
社
長
）
は
、
受
発

注
者
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
深
化
を
実
感
し
た
こ

と
を
強
調
し
、
今
後
も
発
注
者
か
ら
の
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
「
自
助
努
力
・
自
覚
・
自
省
」
を
も
っ
て
社

会
資
本
整
備
の
推
進
に
携
わ
っ
て
い
く
決
意
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
意
見
交
換
会
で
は
、
多
く
の
地
区
で

受
発
注
者
一
体
と
な
っ
た
広
報
活
動
に
つ
い
て
の
話
題

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
昨
年
の
大
災
害
の
頻
発
を
受
け
、

防
災
・
減
災
、
社
会
資
本
整
備
に
対
す
る
国
民
の
意
識

に
も
変
化
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る
。
今
後
は
、
受

発
注
者
の
間
で
日
々
深
化
し
て
い
く
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
最
大
限
に
活
か
し
た
効
果
的
な
広
報
活
動
の
展
開

が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

　

社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
と
国
土
交
通
省
の
各

地
方
整
備
局
お
よ
び
北
海
道
開
発
局
と
の
共
催
に
よ
る

「
公
共
工
事
の
諸
課
題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
、
今

年
度
も
全
国
九
地
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
が
本
格
化

し
、
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
が
全
国
規
模
で
実

施
さ
れ
る
な
ど
、
公
共
工
事
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

す
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
、
入

札
契
約
制
度
の
改
善
等
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
機
関
（
計
一
〇
五
機
関
）
と
日
建
連
の
本
・

支
部
関
係
者
が
一
同
に
会
し
、
熱
心
な
議
論
を
繰
り
広

げ
る
会
議
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
意
見
交
換
会
は
、
五
月
九
日
の
関
東
地
区

を
皮
切
り
に
、
同
十
四
日
九
州
地
区
、
同
十
八
日
関
西

地
区
、
同
二
十
一
日
中
部
地
区
、
同
二
十
四
日
四
国
地

区
、
同
三
十
日
北
海
道
地
区
、
六
月
一
日
中
国
地
区
、

同
四
日
北
陸
地
区
、
同
十
一
日
東
北
地
区
の
順
で
開
催

さ
れ
た
。

　

今
回
日
建
連
が
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た

の
は
①
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
②
入
札
契
約
制
度

の
改
善
―
の
二
点
で
あ
る
。
二
時
間
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
の
中
、
受
発
注
者
双
方
に
よ
る
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
事
業
の
本
格
化

に
伴
い
、
入
札
不
調
が
多
発
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
と

し
て
、
技
術
者
・
技
能
者
の
不
足
や
実
勢
価
格
と
積
算

価
格
の
乖
離
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
社
会
資
本
の
維
持
管

理
・
更
新
と
併
せ
て
、
全
国
的
な
防
災
対
策
の
実
施
、

日
建
連
支
部
が
発
注
機
関
と
締
結
し
て
い
る
「
災
害
応

急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定
」（
災
害
協
定
）
の
さ
ら
な

る
拡
充
、
日
本
経
済
の
再
生
、
国
際
競
争
力
の
強
化
に

資
す
る
た
め
の
社
会
資
本
整
備
を
国
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
日
建
連
は
、
提
案
テ
ー

マ
の
第
一
と
し
て
「
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
」
を
取

東北地区の意見交換会

日建連土木本部の首脳（北陸地区）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
か
し
た

効
果
的
な
広
報
活
動
を

全
国
防
災
対
策
の
推
進
に
向
け
て

改
善
が
進
む
入
札
契
約
制
度

受
発
注
者
一
体
と
な
っ
た
広
報
活
動
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防
に
勝
る
治
療
は
な
い
。
あ
る
レ
ベ
ル
ま
で
耐
え
ら
れ

る
国
土
を
造
る
こ
と
が
大
事
」（
足
立
敏
之
中
部
地
方

整
備
局
長
）、
な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

事
業
評
価
に
防
災
や
復
旧
、
支
援
機
能
を
よ
り
重
視

し
た
評
価
方
法
が
道
路
事
業
で
導
入
さ
れ
る
な
ど
公
共

事
業
の
多
面
的
な
効
用
を
適
正
に
評
価
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
も
の
の
、
日
建
連
の
中
村
満
義
土
木
本
部

長
が
「
昨
今
、
建
設
業
は
焼
け
太
り
だ
と
か
、
東
日
本

大
震
災
の
お
か
げ
で
業
績
が
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
ま
こ
と
し
や
か
な
話
が
出
て
い
る
」
と
憤
り
を

露
わ
に
し
た
よ
う
に
、
誤
解
や
曲
解
を
招
く
よ
う
な
噂

が
流
布
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

　

各
地
方
整
備
局
か
ら
は
、
局
内
の
広
報
体
制
を
充
実

さ
せ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
わ
れ
わ
れ

の
強
み
は
現
場
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
現
場
で
地
域
の

人
た
ち
に
建
設
産
業
が
い
か
に
役
に
立
つ
か
、
頼
り
に

な
る
か
な
ど
を
働
き
掛
け
る
草
の
根
型
の
運
動
を
展
開

し
て
ほ
し
い
」（
下
保
修
関
東
地
方
整
備
局
長
）
な
ど
日

　

中
部
地
区
に
続
く
、
意
見
交
換
会
の
折
り
返
し
地
点

と
な
る
四
国
地
区
。
そ
の
開
催
日
の
五
月
二
十
四
日
、

北
陸
地
方
整
備
局
発
注
の
国
道
二
五
三
号
八
箇
峠
ト
ン

ネ
ル
工
事
で
爆
発
事
故
が
発
生
し
た
。
こ
と
し
二
月
の

岡
山
県
水
島
港
海
底
ト
ン
ネ
ル
事
故
に
続
い
て
起
き
た

事
故
を
重
く
受
け
止
め
た
日
建
連
は
五
月
三
十
日
、
竹

中
安
全
対
策
本
部
長
名
で
会
員
企
業
に
対
し
て
、
ト
ン

ネ
ル
工
事
の
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
文
を
通

知
し
た
。

　

事
故
原
因
は
、
今
後
の
究
明
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
現
場
力
の
低
下
が
囁
か
れ
る
中
、
今
回
の
事

故
が
業
界
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
の
は
確
か
で

あ
り
、
事
故
以
降
、
各
建
設
企
業
の
安
全
大
会
で
は
、

ト
ン
ネ
ル
事
故
に
言
及
し
、
安
全
管
理
活
動
の
重
要
性

を
呼
び
掛
け
る
場
面
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。
現
場

力
の
低
下
は
、
安
全
や
品
質
な
ど
に
暗
い
影
を
落
と
す

だ
け
で
な
く
、
日
建
連
の
木
村
洋
行
契
約
制
度
研
究
委

員
長
が
各
地
区
で
問
題
視
し
た
工
期
延
長
の
増
加
に
も

何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

れ
は
建
設
産
業
の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題
で
あ
り
、
そ

の
引
き
金
が
現
在
の
入
札
契
約
制
度
な
の
か
、
現
場
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な
の
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
生
じ

て
い
る
こ
と
は
推
察
で
き
る
。

　

前
川
秀
和
北
陸
地
方
整
備
局
長
は
「
昨
今
、
発
注
者

は
仕
事
を
出
す
だ
け
、
受
注
者
は
施
工
す
る
だ
け
で
、

一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
か
っ
て
一
緒
に
な
っ
て
汗

建
連
側
に
広
報
活
動
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
よ
う
要
望

が
あ
っ
た
。

　

こ
の
要
望
に
対
し
、
中
村
土
木
本
部
長
は
「
情
報
発

信
す
る
目
線
の
先
に
留
意
し
な
が
ら
、
め
げ
ず
に
社
会

資
本
整
備
の
重
要
性
を
引
き
続
き
訴
え
て
い
き
た
い
」

と
の
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
た
。
建
設
業
界
に
対
す
る

国
民
の
認
識
を
一
夜
に
し
て
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
今
後
本
格
化
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災

の
復
旧
・
復
興
工
事
を
始
め
、
全
国
各
地
の
工
事
を
通

じ
て
、
建
設
業
の
役
割
や
社
会
資
本
整
備
の
効
果
な
ど

を
地
道
に
説
き
続
け
て
い
く
し
か
な
い
。
日
建
連
の
村

重
芳
雄
土
木
本
部
副
本
部
長
も
「
国
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
の
が
建
設
産
業
の
役
割
で
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
を
契
機
に
そ
れ
が
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
頼
も
し
い

産
業
と
い
う
雰
囲
気
が
つ
く
れ
る
よ
う
広
報
・
宣
伝
活

動
に
注
力
し
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　

一
方
、
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
入
札
契
約
制
度

の
改
善
で
は
、「
適
正
な
利
益
の
確
保
」
を
巡
り
、
議
論

が
白
熱
。
そ
の
結
果
、
意
見
交
換
会
は
、
受
発
注
者
双

方
が
「
現
場
力
の
衰
え
」
を
改
め
て
認
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
事
件
は
現
場
で
起
き
て
い

た
の
だ
。

　
「
利
益
な
く
し
て
、（
企
業
の
）
存
続
は
あ
り
得
な
い
。

利
益
の
大
部
分
を
技
術
開
発
に
再
投
資
し
て
お
り
、
今

後
、
維
持
更
新
時
代
を
迎
え
る
が
、
新
設
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
い
技
術
力
が
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
」

　

日
建
連
の
金
井
誠
積
算
・
資
材
委
員
長
は
、
二
カ
所

目
と
な
る
九
州
地
区
で
指
摘
。
さ
ら
に
五
カ
所
目
の
四

国
地
区
で
は
「
こ
の
間
、
わ
れ
わ
れ
は
ぜ
い
肉
を
そ
ぎ

落
と
し
て
き
た
が
、
こ
の
二
、三
年
は
筋
肉
や
骨
ま
で

む
し
ば
ま
れ
て
い
る
」
と
語
気
を
強
め
た
。

　

か
ね
て
か
ら
調
査
基
準
価
格
の
設
定
の
仕
方
に
疑
問

を
呈
し
て
き
た
、
日
建
連
安
全
対
策
本
部
長
を
務
め
る

竹
中
康
一
土
木
本
部
副
本
部
長
は
「
再
三
、
調
査
基
準

価
格
の
引
き
上
げ
を
お
願
い
し
て
い
る
の
は
、
企
業
で

あ
る
以
上
、
一
つ
ひ
と
つ
の
工
事
か
ら
利
益
を
生
み
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
り
、
い
ま
の
現
場
は
、

最
小
限
の
人
数
で
対
応
し
て
い
る
」
と
説
い
た
上
で
、

「
一
人
ひ
と
り
の
負
担
が
増
え
、
書
類
づ
く
り
に
追
わ

れ
て
、
現
場
に
出
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
わ

れ
わ
れ
の
仕
事
の
基
本
は
、
目
で
確
認
し
、
品
質
、
安

全
な
ど
の
問
題
に
対
処
し
て
い
く
の
が
前
提
」
と
調
査

基
準
価
格
を
構
成
す
る
一
般
管
理
費
の
割
合
（
三
〇

％
）
を
引
き
上
げ
る
よ
う
中
部
地
区
で
求
め
、
そ
れ
以

降
の
各
地
区
で
も
訴
え
続
け
た
。

を
か
く
一
体
感
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
問
題
な
ど
制
約

は
あ
る
が
、
い
ま
一
度
原
点
に
戻
り
、
下
請
け
も
含
め

た
三
者
が
一
体
と
な
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
。
日
建
連
の
大
田
弘
土
木

本
部
副
本
部
長
も
「
時
代
が
大
き
く
変
わ
り
、
技
術
も

進
歩
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
整
備
さ
れ
て

き
た
中
で
、
そ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
た
結
果
が
必
ず

し
も
当
初
狙
っ
て
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
現
場
で
発
生
し
て
い
る
」
と
し
、「
部
分
的
に
は
正
し

い
が
、
合
わ
せ
て
み
る
と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起

き
て
お
り
、
き
れ
い
な
役
割
分
担
が
一
見
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
、
肝
心
な
〝
つ
な
ぎ
〞
と
い
う
概
念
が
薄
れ

て
き
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

旧
日
本
土
木
工
業
協
会
時
代
か
ら
数
え
て
、
今
回
で

一
八
回
目
と
な
る
意
見
交
換
会
の
う
ち
、
七
回
に
出
席

し
た
中
村
土
木
本
部
長
は
全
行
程
を
振
り
返
っ
て
、

「
以
前
に
も
増
し
て
受
発
注
者
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
深
化
し
て
い
る
」
と
感
想
を
述
べ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
胸
襟
を
開
い
た
議
論
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
い
か
に
現
場
ま
で
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
。
徳
山
日
出
男
東
北
地
方

整
備
局
長
が
「
戦
友
」
と
日
建
連
側
に
語
り
掛
け
た
の

は
本
音
で
あ
り
、
復
旧
・
復
興
工
事
の
本
格
化
を
控
え

る
中
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
今
こ
そ
、
も

の
づ
く
り
の
原
点
で
あ
る
現
場
に
視
線
を
向
け
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　

事
件
は
会
議
室
で
起
き
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
現
場
で

起
き
て
る
ん
だ
！
―
。

　

五
月
九
日
の
関
東
地
区
を
皮
切
り
に
、
六
月
十
一
日

の
東
北
地
区
ま
で
全
国
九
カ
所
を
行
脚
し
た
平
成

二
十
四
年
度
の
「
公
共
工
事
の
諸
課
題
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
は
、
こ
の
某
大
ヒ
ッ
ト
映
画
の
セ
リ
フ
を
彷

彿
と
さ
せ
る
内
容
だ
っ
た
。

　

今
年
度
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
資
本
整
備

の
進
め
方
」
と
「
入
札
契
約
制
度
の
改
善
」
の
大
き
く

分
け
て
二
つ
。
う
ち
社
会
資
本
整
備
の
進
め
方
で
は
、

東
日
本
大
震
災
、
新
潟
福
島
豪
雨
水
害
、
紀
伊
半
島
大

水
害
な
ど
昨
年
相
次
い
だ
自
然
災
害
と
、
今
後
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
首
都
直
下
型
地
震
、
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
を
踏
ま
え
、
日
本
建
設
業
連
合
会
側
と
国
土
交

通
省
各
地
方
整
備
局
な
ど
発
注
機
関
側
と
の
間
で
意
見

が
一
致
。
各
地
区
か
ら
は
、「
い
ま
を
残
さ
れ
た
猶
予
期

間
と
考
え
、
南
海
地
震
な
ど
災
害
に
対
す
る
力
を
強
め

て
い
き
た
い
」（
上
総
周
平
近
畿
地
方
整
備
局
長
）、「
予

平
成
二
十
四
年
度

意
見
交
換
会
を
振
り
返
る
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